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栄養課便り

連日の酷暑により、寝苦しい夜が続いているうえに、新型コロナウィルスも再び感染が拡大していく

なか皆さま障りなくお過ごしでしょうか。当施設では幸いなことにクラスターの発生などは起きており

ませんが、勤務する職員やその家族から感染報告が時折届いております。

そのため、8月3日より【待合いスペースでの対面による面会】ではなく、以前対応させていただいて

いた【玄関のドア越しによる面会】に変更させていただいております。

お盆の帰省中に久々の面会予定を組んでいただいいる方々には大変ご不便おかけしますが、ご

理解の程よろしくお願いいたします。

平安時代に七夕にそうめんを食べると大病にかからないとして

7月7日にそうめんを食べる習慣は広まったといわれています。

また真夏に弱った体をいたわるために、消化の良いそうめんを

食べるようになったそうです。

当施設では7月6日ににゅうめんといなり寿司を提供しました。

にゅうめんの上には穴子、オクラ、錦糸卵、カニカマがのっていま

す。

またいなり寿司が食べられない利用者様にはお粥で三色結びを

作り行事食を楽しんでいただけるよう工夫しました。

管理栄養士 稲原彩水

7月6日の昼食

三色結び

手芸クラブにて、半紙を染めてうちわを作りました。水性ボンドを薄めて筆でうちわに塗り、両面に和紙を貼りました。十

人十色の模様が美しく、利用者様に好評いただきました。

水で薄くといた

絵の具を染み

込ませます。

色合いがとても

涼やかです。

中庭の野菜も立派に育ちました。

託児室の子供たちがビニールプールで遊んでいる様子です。このように

子供たちの声や姿を見かけるので喜んでくださる方も多いです。


